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・ 昨年10-12月期の英国の実質ＧＤＰ成長率の速報値は前期比＋1.0％、同年率＋4.0％と、２四半

期連続のプラス成長を記録した。昨年秋の感染第二波による都市封鎖の再開を受け、マイナス成

長への再転落も不安視されたが、個人消費を除く主要需要項目が増勢を維持した。コロナ危機発

生以前の2019年10-12月期と比較すると、昨年4-6月期の▲21.4％の落ち込みをボトムに、過去２

四半期の持ち直しで10-12月期は▲7.8％まで持ち直した。だが、年間の成長率は▲9.9％と、二

度の世界大戦やリーマンショック時を上回り、1709年の大寒波時以来の落ち込みを記録した。 

・ 10-12月期の需要項目別動向は、個人消費（同▲0.2％）が小幅落ち込んだ一方、政府消費（同＋

6.4％）、企業投資（同＋1.3％）、公共投資（同＋5.7％）、住宅投資（同＋1.5％）が増加した。

英国とＥＵとの将来関係協議を巡る不透明感から、年末の移行期間終了前の在庫積み増しの動き

から、在庫投資が成長率を押し上げた。輸出が微増にとどまるなか、輸入が大きく増加したこと

から、純輸出は成長率の押し下げ。第一波に比べて都市封鎖による経済活動停止の影響が軽微な

ものにとどまったことに加え、ブレグジット関連の駆け込みが成長率を押し上げた。変異種の感

染拡大を受け、英国では年明けに三度目の都市封鎖を開始。1-3月期はマイナス成長に転落する

可能性が高いが、ワクチン接種が急ピッチに進んでおり、4-6月期のプラス成長復帰を見込む。 

 

 

■英国：実質GDP成長率（前期比年率、％） ■英国：業種別ＧＤＰ

出所：英統計局 出所：英統計局
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■英国ＧＤＰ（前期比年率＜％＞、括弧内は寄与度＜％ポイント＞）

名目 実質
ＧＤＰ ＧＤＰ 内需 外需

個人消費 政府支出 固定資本 在庫 輸出 輸入
投資

19/1-3月期 5.4 2.2 (11.9) ▲ 0.1 5.6 8.6 (▲ 2.2) (▲ 9.6) ▲ 4.7 28.4
19/4-6月期 2.3 0.6 (▲ 11.6) 2.0 9.7 ▲ 4.2 (▲ 19.0) (12.1) ▲ 3.0 ▲ 31.3
19/7-9月期 4.7 2.0 (▲ 2.5) 0.7 ▲ 3.4 5.3 (▲ 5.2) (4.5) 22.9 6.2
19/10-12月期 0.8 0.1 (▲ 9.1) ▲ 1.0 ▲ 0.0 ▲ 6.3 (▲ 1.7) (9.1) 16.2 ▲ 11.9
20/1-3月期 ▲ 6.3 ▲ 11.0 (▲ 2.5) ▲ 10.8 ▲ 7.2 ▲ 4.8 (20.3) (▲ 8.5) ▲ 44.7 ▲ 26.5
20/4-6月期 ▲ 43.9 ▲ 57.0 (▲ 69.5) ▲ 61.3 ▲ 47.2 ▲ 60.0 (98.9) (12.5) ▲ 35.6 ▲ 59.7
20/4-6月期 63.7 81.9 (97.8) 99.8 62.2 109.3 (▲ 173.5) (▲ 15.9) ▲ 4.3 65.0
20/10-12月期 6.5 4.0 (13.7) ▲ 0.6 28.3 8.6 (▲ 22.6) (▲ 9.7) 0.4 40.9

出所：英統計局
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